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   朝晩の冷えも和らぎ、過ごしやすい時期となりましたが、皆様お変わりございませんか？ 

新型コロナウイルスによる行動制限がなくなり、今年の GWはお出掛けプランを立ててみえる方が 

多いのではないでしょうか？ お天気が続くといいですね・・・。 

 

さて、暑からず寒からずの気候のせいか自宅の観葉植物の成長ぶりが著しく感じたので、 

その様子を撮ってみました。 （小学生の理科の教科書を思い出します・・・笑） 

 

 

 

                                                          

 

                                                                  

 

 

 

『 フィロデンドロン・ロジョコンゴ 』 というサトイモ科の植物ですが、茎の一部から顔を出した 

小さな葉っぱが、わずか 3週間ほどで立派な葉に成長しました！ 生命力を感じさせられます。 

   

 

 

生活空間で重宝されている観葉植物は人々に無意識の内に作用し、 

さまざまな良い影響を与えてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして何より、育てる喜びを味わえます。 

手間をかければかけただけ、ペットと同じように愛着が湧くものだと思います。 

さまざまな事情で動物を飼うことができなくても、植物なら安心して育てられますね。 

 

                                                     担当 ： 近藤 



 

 

   

歯が悪くなる原因といえば主に虫歯と歯周病ですが、歯に加わる過剰な力も歯を傷めて 

 壊してしまうことをご存知でしょうか？ 食事時にかかる咬む力はさほど問題ありませんが、 

歯ぎしりや食いしばりの力は  「体重の 2倍の力」 

 が歯にかかるので、その過剰な力のせいで歯の寿命を縮めてしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歯ぎしりの原因は明確に解明されていません。 身体的、心理的、遺伝的な要因があるようですが、 

 もっとも大きな割合を占めるのが 「ストレス」 と言われています。 

 また、歯ぎしりの 80％以上が浅い眠りの時に起こるため、 「睡眠の質を改善する」ことが大切です。 

 

 ストレス管理は根本的な解決策ではありますが、 

 今のご時世、ストレスをなくすのは簡単なことでは 

 ありません。 

 就寝時にマウスピースを装着して、歯や顎への 

 負担を軽減することもおすすめします。 

 

                         

   「歯ぎしりくらい大丈夫」 と侮っていると、知らないうちに 

                          大切な歯や顎がダメージを負ってしまうかもしれません。 

                          症状に心当たりのある方は対策をして、いつまでも健口を 

                          保ちましょう。 

 

 

 

 

 


